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参加者の声

市民の居場所になるために

「市民参画について考えよう」
知ってつくって育んで
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当事者としてワークショップに関わることができてよかっ
た、とあらためて思いました。完成まで9年という期間が
あるので、今後も市民が現状を知る機会、市民の声を取り
入れる為の機会を設けて欲しいと感じます。ワークショッ
プの計画 /実行おつかれさまでした、ありがとうございま
した。

市民が運営していく大切さを教えて頂きました。

この流れを今後も計画的に継続して頂ければと思います。

　令和６年９月28日（土）、新たな文化複合施設を考える市民ワークショ
ップの最終回が開催されました。第5回が台風により中止となってしまっ
たことから、専門家レクチャーとグループワークの2部構成で実施しまし
た。
　専門家レクチャーでは（株）シアターワークショップ代表の伊東正示より、
第５回で実施予定であったブロック模型について解説しました。参加者の
皆さんには実際に模型を見たり触ったりしていただき、どんな施設にして
いきたいか、より具体的に想像してもらいました。
　そして、グループワークでは「市民参画について考えよう」をテーマに
意見交換を行いました。計画中から開館まで市民のワクワク感を醸成でき
る取り組み、【市民が主役】の場所となるための取り組みについて、これま
での意見を振り返りながら考えました。
　開館まで長い年月はかかりますが、新たな文化複合施設に積極的に関わ
り続けたいという参加者の皆さんの熱意が伝わる最終回となりました！

　最終回も変わらずユーモアを交えながら沢山の意見が集まりました。
一方で、「自分にはなにができるか」「どんな施設になってほしいか」
悩む方も多く、模型からヒントを得ようと模型のまわりに集まる場面
もみられました！
　どのグループも「計画や施設の情報発信・PR」を取り上げており、
計画段階から新施設について市民に知ってもらう・広めることを重要
視していました。また、「現場見学会」「プレイベント」「施設名・キャ
ラクター公募」といった気軽に参加できる取り組みも多く挙がりまし
た。興味はあっても関わる勇気が出ないという方もいらっしゃると思
いますので、参加のハードルが高すぎない取り組みは大切ですね。
　そして、「今回のワークショップメンバーでもっと意見交換を重ねた
い！」「みんなでイベントを企画したい！」といった嬉しい声も！
本ワークショップは、今回でひと区切りとなりますが、今後も市民の
皆さんと意見交換ができる機会を設けていきたいと考えています。
　この度は、本当にありがとうございました！

実際に例を見ながら考えるとイメージがわいてよかった。
次回がほしいです！



参加者の意見一挙大公開！ レイアウトの都合上、皆様からのご意見を
一部抜粋しています。ご了承ください。


